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県県
本本
部部
第第
９９８８
回回

臨臨
時時
大大
会会
開開
かか
るる

２００７．２．２５
賃賃
金金
とと
雇雇
用用
破破
壊壊
をを
許許
ささ
ずず

No.938 すす
べべ
てて
のの
労労
働働
者者
のの
賃賃
金金
底底
上上
げげ
をを

発行責任者 梅野敏基 定価 １０円
組合員の購読料は組合費のなかに含まれています

自
治
労
連
愛
知
県
本
部
は
２
月
１０
日
（
土
）、
第
９８
回
臨

時
大
会
を
開
催
。
０７
国
民
春
闘
を
た
た
か
う
方
針
を
、
代
議

員
な
ど
１
６
０
人
の
参
加
で
確
認
し
ま
し
た
。
今
春
闘
に
む

け
て
、
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
エ
グ
ゼ
ン
プ
シ
ョ
ン
な
ど
の
労
働

法
制
改
悪
を
許
さ
ず
、「
働
く
ル
ー
ル
」
の
確
立
や
す
べ
て

の
労
働
者
の
賃
金
・
労
働
条
件
の
改
善
を
め
ざ
す
。
改
憲
手

続
き
法
の
強
行
を
許
さ
ず
、
安
倍
内
閣
の
憲
法
改
悪
シ
ナ
リ

オ
を
変
え
よ
う
。
い
っ
せ
い
地
方
選
挙
・
参
議
院
選
挙
な
ど

政
治
戦
の
前
進
で
、
私
た
ち
の
要
求
実
現
と
住
民
が
主
人
公

の
自
治
体
づ
く
り
を
め
ざ
そ
う
。
１
０
５
０
人
の
組
織
拡
大

で
３
万
人
県
本
部
の
達
成
を
め
ざ
そ
う
。
な
ど
が
提
案
さ
れ

ま
し
た
。

大
会
あ
い
さ
つ
で
羽
根
克
明

県
本
部
委
員
長
は
、
県
知
事
選

挙
の
た
た
か
い
に
ふ
れ
、「
あ

べ
精
六
さ
ん
は
開
発
優
先
の
県

政
か
ら
く
ら
し
優
先
の
県
政
を

訴
え
た
。
自
治
体
労
働
者
の
願

い
で
あ
る
と
と
も
に
、
県
民
に

明
確
な
選
択
肢
を
与
え
て
き

た
。
自
民
党
は
、
地
方
公
務
員

の
い
っ
そ
う
の
削
減
を
掲
げ
て

い
っ
せ
い
地
方
選
挙
の
争
点
に

掲
げ
て
い
る
。
格
差
と
貧
困
の

拡
大
の
中
で
、
賃
金
・
雇
用
破

壊
を
許
さ
ず
、
す
べ
て
の
労
働

者
の
賃
金
底
上
げ
を
め
ざ
そ

う
。
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
エ
グ
ゼ

ン
プ
シ
ョ
ン
を
通
常
国
会
で
は

断
念
さ
せ
た
が
、
次
の
臨
時
国

会
に
提
出
を
狙
っ
て
い
る
。
国

民
と
の
共
同
の
力
を
背
景
に
頑

張
ろ
う
」
と
訴
え
ま
し
た
。

大
会
で
は
２４
人
が
発
言
し
、

春
闘
を
職
場
の
仲
間
や
住
民
と

と
も
に
た
た
か
う
決
意
を
示
す

内
容
で
し
た
。

◆
賃
金
・
雇
用
破
壊
を
許
さ
な

い岩
倉
市
の
地
域
手
当
を
め
ぐ

る
た
た
か
い
で
、
庁
内
世
論
を

高
め
る
取
り
組
み
を
追
求
し
、

若
手
組
合
員
が
多
く
参
加
し
た

全
員
集
会
な
ど
を
背
景
に
、
最

終
回
答
を
引
き
出
し
た
。
ラ
ス

の
改
善
も
協
議
さ
せ
る
こ
と
に

な
っ
た
。（
岩
倉
市
職
）
地
域

手
当
に
つ
い
て
、
国
家
公
務
員

の
支
給
率
を
上
回
っ
て
支
給
し

て
い
る
自
治
体
に
は
、
総
務
省

か
ら
県
を
通
じ
て
国
に
合
わ
せ

る
よ
う
指
導
が
さ
れ
て
い
る
よ

う
だ
。
今
春
闘
以
降
地
域
手
当

へ
の
攻
撃
が
強
め
ら
れ
る
。
愛

知
の
運
動
の
成
果
に
確
信
を
も

ち
今
後
も
地
域
手
当
の
水
準
を

守
る
と
り
く
み
が
必
要
だ
。（
西

尾
市
職
）

◆
見
直
そ
う
、
問
い
直
そ
う
、

仕
事
と
住
民
の
安
全
、
安
心

名
古
屋
市
民
向
け
の
ビ
ラ
を

環
境
局
支
部
で
配
布
し
、
３
３

０
通
の
回
答
が
寄
せ
ら
れ
た
。

税
金
を
ど
う
使
う
か
高
い
関
心

が
示
さ
れ
、
ご
み
問
題
に
つ
い

て
の
理
解
も
深
め
ら
れ
た
。（
名

古
屋
市
職
労
）
保
育
部
会
の
ア

ン
ケ
ー
ト
を
ま
と
め
た
。
公
立

保
育
所
で
な
く
て
は
な
ら
な

い
、
保
育
の
充
実
を
考
え
る
内

容
に
。
保
育
部
会
へ
の
県
内
各

単
組
の
参
加
を
強
め
て
、
今
夏

の
保
育
合
研
を
成
功
さ
せ
て
い

き
た
い
。（
県
本
部
保
育
部
会
）

豊
橋
学
校
用
務
員
職
場
で
、
夏

休
み
や
冬
休
み
な
ど
樹
木
の
剪

定
を
高
所
作
業
車
を
使
っ
て
、

予
算
を
ム
ダ
な
く
使
っ
て
い

る
。
豊
橋
動
植
物
園
は
、
年
間

６２
万
人
が
来
館
。
自
分
の
担
当

す
る
動
物
の
説
明
や
工
夫
を
し

て
、
来
館
し
た
人
た
ち
に
喜
ば

れ
、
１８
年
度
は
す
で
に
８０
万
人

を
超
え
、
集
客
率
を
高
め
る
努

力
が
行
わ
れ
て
い
る
。
現
業
職

員
の
退
職
者
補
充
も
採
用
者
を

拡
大
さ
せ
て
い
る
。（
豊
橋
市

職
労
）

◆
労
働
法
制
の
改
悪
許
さ
ず
、

「
働
く
ル
ー
ル
」
の
確
立
を

求
め
よ
う

元
刈
谷
市
職
員
倉
田
康
弘
さ

ん
の
過
労
死
事
件
で
、
３
月
１２

日
に
口
頭
意
見
陳
述
（
審
査
請

求
者
及
び
請
求
代
理
人
が
審
査

会
委
員
の
前
で
意
見
を
述
べ

る
）
を
予
定
し
て
い
る
。
労
災

は
増
え
る
が
、
公
務
災
害
認
定

は
減
っ
て
い
る
傾
向
に
あ
る
。

ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
エ
グ
ゼ
ン
プ

シ
ョ
ン
な
ど
許
せ
ば
過
労
死
を

さ
ら
に
増
や
す
こ
と
に
な
る
。

事
件
解
決
と
と
も
に
労
働
法
制

改
悪
に
反
対
し
よ
う
。（
自
治

体
一
般
労
）
公
契
約
問
題
は
市

内
中
小
企
業
の
支
援
を
す
る
目

的
の
一
つ
。
中
小
企
業
の
経
営

実
態
は
厳
し
く
、
公
契
約
制
度

を
確
立
し
、
委
託
業
者
の
も
と

で
働
く
労
働
者
の
賃
金
・
労
働

条
件
を
守
ら
せ
よ
う
。（
名
古

屋
市
職
労
）

◆
い
っ
せ
い
地
方
選
挙
・
参
議

院
選
挙
の
政
治
戦
を
、
要
求

実
現
と
と
も
に
た
た
か
お
う

県
知
事
選
挙
を
、
賃
金
・
労

働
条
件
、
権
利
の
改
悪
を
許
さ

ず
、
社
会
保
障
要
求
の
充
実
を

求
め
て
た
た
か
っ
て
き
た
。
自

民
党
や
民
主
党
は
地
方
公
務
員

を
攻
撃
す
れ
ば
票
に
な
る
と
い

う
動
き
が
露
骨
。
政
治
と
金
の

問
題
に
国
民
が
怒
っ
て
い
る
。

安
倍
内
閣
は
ぼ
ろ
ぼ
ろ
、
１２
年

ぶ
り
に
激
変
の
年
に
す
る
た
め

に
い
っ
せ
い
地
方
選
挙
や
参
院

選
に
向
け
自
治
体
労
働
者
の
要

求
を
か
か
げ
、
政
治
の
流
れ
を

変
え
る
春
闘
に
し
よ
う
（
名
古

屋
市
職
労
）

◆
組
織
拡
大
・
強
化
め
ざ
そ
う

１
５
０
人
を
超
え
る
有
期
雇

用
者
を
本
格
的
に
組
織
化
し
よ

う
（
名
古
屋
環
境
局
支
部
）
中

途
採
用
者
３６
人
を
組
合
加
入
さ

せ
て
き
た
。
外
郭
団
体
の
水
道

サ
ー
ビ
ス
労
組
へ
の
接
近
を
更

に
強
め
た
い
（
名
水
労
）
春
日

井
の
学
校
給
食
会
で
給
食
セ
ン

タ
ー
の
調
理
員
労
働
条
件
の
不

均
衡
が
生
じ
る
。
出
勤
時
間
８

時
３０
分
を
８
時
か
ら
に
と
い
う

提
案
を
契
機
に
組
合
準
備
会
を

結
成
。
要
求
書
を
提
出
し
、
組

合
員
の
組
織
化
を
す
す
め
、
正

式
に
２
月
１７
日
結
成
す
る
こ
と

に
。（
春
日
井
市
職
労
）

安倍内閣の改憲手続法の強行は許さない�
要求実現、住民が主人公の自治体をめざそう

若
い
組
合
員

３７
人
が
参
加

２
月
１７
日
、
春
日
井
市
学

校
給
食
会
分
会
の
結
成
大
会

が
春
日
井
市
内
で
行
わ
れ
、

組
合
員
３７
人
全
員
が
参
加
し

ま
し
た
。
結
成
を
祝
福
す
る

来
賓
と
し
て
自
治
労
連
愛
知

県
本
部
梅
野
副
委
員
長
は
じ

め
、
春
日
井
市
職
労
の
望
月

委
員
長
や
同
・
現
業
評
議
会

樋
口
議
長
、
尾
中
地
区
労
連
平

田
議
長
、
春
日
井
市
教
労
の
大

島
委
員
長
ら
が
か
け
つ
け
ま
し

た
。
組
合
規
約
と
運
動
方
針
、

予
算
を
全
員
の
賛
成
で
決
定
し

ま
し
た
。

組
合
結
成
の
き
っ
か
け
は
、

一
枚
の
給
食
会
局
長
通
知
で
し

た
。
昨
年
１１
月
３０
日
、「
勤
務

時
間
の
変
更
及
び
ボ
イ
ラ
ー
稼

働
時
の
勤
務
に
か
か
わ
る
説
明

会
の
開
催
（
通
知
）」
が
、
配

布
さ
れ
、
１２
月
２６
日
に
全
職
員

が
集
め
ら
れ
ま
し
た
。
現
行
の

８
時
半
出
勤
が
８
時
に
変
更
さ

れ
る
と
い
う
も
の
で
、
職
員
の

多
く
は
「
家
庭
生
活
や
子
ど
も

の
学
校
登
校
時
間
な
ど
支
障
が

生
じ
る
」「
何
と
か
現
行
時
間

を
守
り
た
い
」
と
要
求
を
だ
し

あ
い
、
春
日
井
市
職
労
役
員
に

勤
務
時
間
問
題
を
相
談
す
る
中

で
、
同
じ
職
場
に
働
い
て
い
て

も
、
春
日
井
市
職
員
と
労
働
条

件
に
違
い
が
あ
る
こ
と
が
分

か
っ
て
き
ま
し
た
。

大
会
で
選
出
さ
れ
た
礒
脇
秀

宏
分
会
長
は
、「
私
た
ち
は
市

内
５３
の
小
中
学
校
２
７
５
０
０

人
の
児
童
・
生
徒
に
、
安
全
で

お
い
し
い
給
食
を
提
供
し
た

い
。
将
来
に
希
望
の
持
て
る
賃

金
・
労
働
条
件
を
確
立
す
る
た

め
に
、
組
合
を
結
成
し
て
奮
闘

し
た
い
」
と
決
意
を
語
り
ま
し

た
。

分
会
長

礒
脇

秀
宏

副
分
会
長

船
橋

美
香

書
記
長

大
脇

健
司

春日井市学校給食会分会
労働条件改善求め結成 愛愛知知自自治治体体

一一 般般 労労 組組
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２
月
１２
日
、「
第
２８
回
ト
ヨ

タ
総
行
動
」
が
と
り
く
ま
れ
ま

し
た
。

早
朝
の
豊
田
市
本
社
工
場
前

の
宣
伝
行
動
を
皮
切
り
に
、
地

域
ビ
ラ
配
布
、
名
古
屋
駅
ミ
ッ

ド
ラ
ン
ド
ス
ク
エ

ア
ビ
ル
前
で
の
行

動
と
と
も
に
、
午

後
の
決
起
集
会
、

ト
ヨ
タ
本
社
に
向

け
た
デ
モ
行
進
と

一
連
の
行
動
と
な

り
ま
し
た
。

山
之
手
公
園
の

集
会
に
、
全
国
１５

都
府
県
１
６
０
０

人
の
労
働
者
、
大

気
汚
染
裁
判
原
告

団
な
ど
が
参
加
。

自
治
労
連
愛
知
県

本
部
は
、
２
８
１
人
が
参
加
し

ま
し
た
。
主
催
者
を
代
表
し
て

愛
労
連
・
羽
根
議
長
（
愛
知
県

本
部
委
員
長
）が
あ
い
さ
つ
し
、

「
空
前
の
２
兆
円
の
利
益
を
出

し
て
い
る
な
か
で
、
今
春
闘
で

は
ベ
ア
１
５
０
０
円
の
賃
上
げ

要
求
を
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況

に
。
し
か
し
、
長
時
間
過
密
労

働
、
違
法
雇
用
、
下
請
い
じ
め
、

公
害
問
題
な
ど
、
引
き
続
き
ト

ヨ
タ
へ
の
要
求
行
動
を
強
め
て

い
こ
う
」
と
訴
え
ま
し
た
。
東

京
大
気
汚
染
裁
判
原
告
団
や
、

ト
ヨ
タ
の
中
か
ら
た
た
か
い
に

立
ち
あ
が
っ
た
労
働
者
ら
が
発

言
し
ま
し
た
。
ト
ヨ
タ
過
労
死

裁
判
の
原
告
で
遺
族
の
内
野
さ

ん
が
当
局
と
豊
田
市
労
働
委
員

会
に
よ
る
労
災
申
請
却
下
の
不

当
性
を
訴
え
「
夫
の
死
を
無
駄

に
は
さ
せ
な
い
。
会
社
の
責
任

を
明
確
に
さ
せ
、
風
評
で
傷
つ

い
た
子
ど
も
達
が
胸
を
張
っ
て

生
き
て
い
け
る
た
め
に
も
頑
張

り
ま
す
」
と
時
折
涙
ぐ
み
な
が

ら
も
全
国
か
ら
の
支
援
を
呼
び

か
け
る
と
、
会
場
一
杯
の
拍
手

が
起
こ
り
ま
し
た
。

集
会
に
世
界
労
連
、
勝
利
の

た
め
の
変
革
連
合
（
Ｃ
Ｔ
Ｗ
、

ア
メ
リ
カ
）、
ス
ペ
イ
ン
労
働

者
委
員
会
（
Ｃ
Ｃ
Ｏ
Ｏ
）、
フ

ラ
ン
ス
Ｃ
Ｇ
Ｔ
金
属
労
連
な
ど

海
外
か
ら
連
帯
メ
ッ
セ
ー
ジ
が

届
き
ま
し
た
。

３
月
６
日
は
啓
蟄
（
け
い
ち

つ
）、
そ
し
て
３
月
２１
日
は
春

分
。
い
よ
い
よ
本
格
的
な
春
の

幕
開
け
で
す
。
で
も
、
春
先
は

頭
痛
や
肩
こ
り
が
比
較
的
起
き

や
す
い
時
期
で
も
あ
り
ま
す
。

頭
痛
や
肩
こ
り
に
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
原
因
が
考
え
ら
れ
ま

す
。
仕
事
な
ど
で
パ
ソ
コ
ン
の

画
面
に
長
い
時
間
集
中
し
て
い

る
と
、
目
が
疲
れ
、
肩
こ
り
や

頭
痛
に
つ
な
が
り
ま
す
。
目
の

疲
れ
は
視
力
の
衰
え
で
眼
鏡
が

合
わ
な
く
な
っ
て
起
こ
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
精
神
的
な
ス
ト

レ
ス
が
頭
痛
の
原
因
に
な
っ
て

い
る
こ
と
も
。
こ
れ
ら
を
治
す

に
は
原
因
を
取
り
除
く
こ
と
が

い
ち
ば
ん
大
切
で
す
が
、
症
状

を
緩
和
す
る
た
め
に
効
果
の
あ

る
ツ
ボ
を
刺
激
し
て
み
ま
し
ょ

う
。使
う
ツ
ボ
は「
和
り
ょ
う
」

と
「
風
池
（
ふ
う
ち
）
」
で
す
。

和
り
ょ
う
は
目
に
関
係
す
る
ツ

ボ
で
す
。
手
の
中
指
で
強
め
に

押
し
て
く
だ
さ
い
。
風
池
は
目

の
疲
労
だ
け
で
な
く
、
肩
こ
り

も
改
善
し
て
く
れ
る
ツ
ボ
で

す
。
こ
ち
ら
は
手
の
親
指
で
押

し
て
く
だ
さ
い
。
ど
ち
ら
の
ツ

ボ
を
押
す
場
合
で
も
、
ほ
か

の
指
で
頭
を
押
さ
え
る
よ
う

に
し
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
ひ

じ
の
関
節
を
曲
げ
た
時
に
で

き
る
し
わ
の
端
に
あ
る
「
曲

池
（
き
ょ
く
ち
）」、
手
の
親

指
と
人
差
し
指
の
間
に
あ
る

「
合
谷
（
ご
う
こ
く
）」
も

指
圧
す
る
と
、
効
果
が
あ
り

ま
す
。

仕
事
の
途
中
や
一
日
の
終

わ
り
に
こ
れ
ら
の
ツ
ボ
を
押

し
た
り
、
腕
や
肩
を
回
し
て

血
液
循
環
を
う
な
が
し
た
り

し
て
み
ま
し
ょ
う
。
ス
ッ
キ

リ
し
て
き
ま
す
よ
。

ツボの話

頭
痛
と
肩
こ
り
に

効
く
つ
ぼ

トヨタ総行動で「過労死を許すな」の横断幕を掲げる豊橋市職労の仲間

尾
東
地
区
協

各
単
組
で
休
息
時
間

廃
止
に
つ
い
て
交
渉

春
日
井
市
職
労
は
、
２
月
１５

日
交
渉
。
結
果
的
に
休
息
は
廃

止
さ
れ
ま
し
た
が
、
保
育
士
は

休
憩
に
１５
分
の
事
務
時
間
を
設

け
、
子
ど
も
か
ら
開
放
さ
れ
る

時
間
を
１
時
間
と
し
、
病
院
の

３
交
代
勤
務
に
つ
い
て
は
こ
れ

ま
で
通
り
、
取
り
扱
う
経
過
措

置
を
設
け
て
い
ま
す
。
瀬
戸
市

職
労
は
、「
何
時
か
ら
休
憩
か
」

「
残
業
職
場
の
対
応
」
等
に
つ

い
て
今
後
協
議
し
て
い
く
こ
と

と
し
ま
し
た
。
特
別
勤
務
手
当

に
つ
い
て
は
西
尾
市
並
に
す
る

方
向
で
交
渉
に
あ
た
っ
て
い
ま

す
。
１９
年
度
の
人
員
配
置
に
つ

い
て
交
渉
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
長
久
手
町
職
労
は
、
２
月

２
日
の
交
渉
で
休
息
時
間
の
廃

止
を
合
意
し
ま
し
た
が
、「
何

時
か
ら
休
憩
す
る
か
」
は
議
論

さ
れ
て
い
ま
す
。中
水
労
で
は
、

休
憩
時
間
短
縮
に
よ
り
、
食
堂

の
イ
ス
を
増
や
す
措
置
が
と
ら

れ
て
い
ま
す
。

各
単
組
で
春
闘
要
求
書
を
提

出
し
、
３
月
に
回
答
引
き
出
し

を
行
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

尾
東
地
区
協
と
し
て
、
５
月
２６

日
（
土
）
〜
２７
日
（
日
）
に
犬

山
の
レ
イ
ク
サ
イ
ド
入
鹿
で

「
公
務
労
働
と
は
」
の
学
習
会

と
２７
日
の
リ
ト
ル
ワ
ー
ル
ド
で

新
規
組
合
員
歓
迎
会
を
計
画
し

て
い
ま
す
。

９
３
５
号
の
答
え
は
「
ボ
タ

ン
ナ
ベ
」
で
し
た
。
６３
通
の
応

募
が
あ
り
ま
し
た
。
以
下
の
方

に
図
書
カ
ー
ド
を
送
り
ま
す
。

尚
、
今
回
の
問
題
で
タ
テ
の
カ

ギ
�「
県
道
」↓「
剣
道
」、�「
渡

海
」↓「
都
会
」で
意
味
不
明
と

の
ご
指
摘
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。し
か
し
、み
な
さ
ん
そ
こ
は

パ
ズ
ル
の
解
き
方
に
慣
れ
て
い

る
せ
い
か
全
員
正
解
で
し
た
。

青
木

理
恵（
名
古
屋
市
職
労
）

猪
野

光
男（

〃

）

矢
野
ふ
き
子（
瀬
戸
市
職
労
）

林

久
美
子（
名
古
屋
市
職
労
）

福
井

康
予（
豊
橋
市
職
労
）

真
嶋
久
美
子（
名
古
屋
市
職
労
）

高
橋

正
子（
豊
橋
市
職
労
）

杉
山

彰
男（
蒲
郡
市
職
）

柴
田

圭
吾（
豊
橋
市
職
労
）

早
瀬

牧
子（
学
事
労
）

鈴
木

弥
生（
西
尾
市
職
）

山
崎

一
弘（
西
尾
市
職
）

山
口

晴
彦（
小
坂
井
町
職
労
）

福
中

智
子（
豊
橋
市
職
労
）

加
藤

安
子（
豊
川
市
職
労
）

近
藤

進
一（
春
日
井
市
職
労
）

村
上
由
美
子（
な
ご
や
介
護
労
）

細
田

美
幸（
瀬
戸
市
職
労
）

山
中
芙
久
子（
名
古
屋
市
職
労
）

羽
田

春
美（
犬
山
市
職
労
）

◆
知
事
選
も
終
わ
り
、
残
念
な

結
果
に
な
っ
た
と
思
う
。
知
事

の
多
選
は
や
め
さ
せ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
し
、
福
祉
を
最
優
先

し
な
い
こ
と
は
人
間
を
冒
と
く

す
る
こ
と
に
な
る
の
で
は
（
伊

藤
義
雄
・
名
古
屋
市
職
労
）
◆

こ
の
仕
事
に
つ
い
て
は
や
１
年

先
輩
に
色
々
教
わ
り
な
が
ら

や
っ
て
き
ま
し
た
。
春
か
ら
は

自
分
が
先
輩
、
ど
れ
だ
け
の
事

を
教
え
伝
え
る
事
が
で
き
る
か

な
。
逆
に
後
輩
に
教
え
ら
れ
る

事
ば
っ
か
り
か
も
し
れ
ま
せ
ん

（
田
中
弘
恭
・
学
事
労
）
◆
地

球
規
模
で
暖
冬
だ
っ
た
り
、
豪

雨
だ
っ
た
り
異
常
気
象
が
心
配

で
す
。「
一
人
ひ
と
り
が
で
き

る
こ
と
を
す
る
」
で
は
な
く
、

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に

変
え
な
け
れ
ば
、
こ
の
先
、
美

し
い
日
本
ど
こ
ろ
か
、
美
し
い

星
、
地
球
が
危
な
い
で
す
よ
ね

（
吉
本
小
夜
子
・
春
日
井
市
職

労
）
◆
４
月
に
職
場
を
異
動
し

て
早
１
年
が
く
れ
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。
大
き
な
病
気
を
し
た

体
で
１０
年
が
こ
の
２
月
で
き
ま

す
。
９
ヶ
月
の
命
を
１０
年
の
び

た
こ
と
を
人
生
の
も
う
け
も
の

と
手
を
合
わ
せ
ま
わ
り
の
人
の

良
き
風
に
な
り
た
い（
大
野
友

子
・
春
日
井
市
職
労
）
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ク
イ
ズ
の

職職
場場
のの
声声

当当
選選
者者

左
の
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ

ル
を
解
き
、
解
答
お
よ
び
名

前
・
組
合
名
・
職
場
を
ハ
ガ

キ
に
書
い
て
送
っ
て
く
だ
さ

い
。
抽
選
で
１０
人
に
図
書
カ

ー
ド（
１
０
０
０
円
分
）を
贈

呈
し
ま
す
。

〒
４
６
２
�
０
８
４
５

名
古
屋
市
北
区
柳
原
３
丁
目

７
�
８

自
治
労
連
愛
知
県

本
部
教
宣
部

締
め
切
り
は

３
月
３１
日
必
着
。
ハ
ガ
キ
に

必
ず
近
況
や
職
場
で
の
話

題
、「
あ
い
ち
の
仲
間
」
の

感
想
や
載
せ
て
ほ
し
い
話
な

ど
、書
き
添
え
て
く
だ
さ
い
。

鍼
灸
師

伊
藤
直
子


